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お出かけ支援通信 
（向台町一丁目、南町二丁目、柳沢二丁目～五丁目地域） 

【第 1号（平成 30 年３月）】 

発 行：西東京市役所 

都市整備部都市計画課 

電 話：042-438-4050 

『移動支援のあり方の検討に関する説明会』を

平成 30 年１月 29 日、30 日、２月６日に柳沢中学

校、２月 20 日に南町地区会館において開催し、

合計 41 名の方にご参加いただきました。 

説明会では、平成 29 年７月から８月にかけ

て、向台町一丁目、南町二丁目、柳沢二丁目から

五丁目地域で実施しました「外出の際の移動手段

についてのアンケート調査」の結果のご報告と今

後の移動支援のあり方の検討方法についてご説明

しました。 

この説明会でいただきました主なご意見は裏面

をご覧ください。また、ホームページからもアン

ケート調査の結果や説明会でのご意見をご覧いた

だけます。 

移動支援のあり方の検討に関する説明会を開催しました 

移動支援のあり方を考える勉強会を開催します 

西東京市 都市整備部 都市計画課 都市計画担当 
〒202-8555 ⻄東京市中町⼀丁⽬5 番 1 号 保⾕庁舎 5 階 
電話 042-438-4050 ファクス 042-438-2022 
Ｅメール toshikei@city.nishitokyo.lg.jp 

（右の QR コードを読み取りください） 

【お問い合せ先】 

 本地域に適した移動支援のあり方について、平成 30 年４月

から『移動支援のあり方を考える勉強会』を開催し、地域の

皆様と検討します。 

勉強会については、公募※の住民の方や民生委員など地域

内で活動している方、また向台町及び新町地域包括支援セン

ターの方、交通事業者としてバス・タクシー事業者などを予

定しています。（※市民委員の公募は締め切りました。） 

今後もホームページやお出かけ支援通信などを通して、検討内容を地域の皆さまにお知らせします。 

平成 29 年４月から、公共交通空白・不便地域に対する移動支援のあり方について検討してお

り、向台町一丁目、南町二丁目、柳沢二丁目から五丁目地域を対象に検討を進めています。 
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移動支援のあり方の検討に関する説明会でいただいた主なご意見 

≪検討の必要性について≫ 

今回の移動支援のあり方を検討す

る目的、対象者は。 

市では駅から 1km 以上、バス停から 300m 以上離れた地域を公共交

通空白地域、駅から 300m 以上、バス停から 300m 以上離れた地域

を公共交通不便地域と考えている。市内には公共空白地域・不便地域

が数箇所あり、本地域は公共交通空白・不便地域に該当している。 

 公共交通でカバーできない地域については、はなバスを運行し、で

きる限り公共交通空白地域の解消ができるよう努めているが、当該地

域のように道路が狭く、はなバスが通れない地域については、はなバ

ス以外の移動支援の検討が必要であると考えている。 

 また、今回の調査では高齢の方から多くの回答をいただいたが、妊

娠された方や小さなお子さまをお連れの方などを含め、外出が難しい

方々、いわゆる移動制約者が対象になると考えている。 

どの程度のニーズがあったら移動

支援を実行するのか。 

アンケート調査の結果から一定程度のニーズはあると考えており、特

に高齢の方からのニーズが多くあると分析している。今後どのような

方を対象に、どのようなサービスができるか、費用負担も含めて勉強

会において検討していく。 

≪勉強会について≫ 

市民委員９人とはどのような構成

を考えているか。 

当該地域を①向台町一丁目、南町二丁目、②柳沢二丁目、五丁目、③

柳沢三丁目、四丁目の 3 つのブロックに分けて考え、各ブロックから

３名×３ブロックと想定し９人とした。 

≪運行方法の検討について≫ 

カーシェアや乗合タクシーの活用

ができないか。 

高齢化が進んでいる社会において、乗合タクシー等の手段について

は、国においても検討が進められている。また、区部、三鷹市、武蔵

野市におけるタクシーの初乗り運賃を安くするなどの方法が試されて

いる中で、この地域で何ができるか、今後地域の方々と考えていきた

い。 

≪はなバスについて≫ 

第３ルートは、田無駅方面への

10 時台のバスがない。アンケー

ト調査では、10 時台の外出も多

いので、１時間に１本の運行をお

願いしたい。 

はなバスについては、勉強会とともに、地域公共交通会議においても

検討する。また、３ルートは、乗車数が少ないルートだが、市として

は、どのようにしたら、よりご利用いただけるか現在検討している。

地域の方からのご意見をいただき、利用しやすい時間帯やバス停の位

置については、これから検討する余地があると考える。 

≪今後のスケジュールについて≫ 

勉強会で話し合われたことはどの

ようにして形になっていくか。 

勉強会において、この地域に適した移動支援の方法について地域の方

たちと検討を行い、その内容を地域公共交通会議に諮ったうえで、実

証実験を行う予定で考えている。 

≪地域への周知方法について≫ 

今回の説明会で出た質疑につい

て、まとめて知らせて欲しい。 

今回頂いたご意見など、ホームページや定期的なニュースのようなも

のを配布し、皆様のほうへお知らせする。 

※説明会でのご意見については、ホームページにおいてご覧いただけます。 


